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２）阪神北地域 

日 時：平成16年６月６日（日） 10：00～13：00 

会 場：宝塚市西公民館／ホール 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１０：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１０：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１０：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   

        被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１１：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１１：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１１：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１２：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１２：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１２：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１２：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１３：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

 

被災地が 
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・阪神北地域ワークショップの様子 

会場の宝塚市西公民館外観 まずはアイスブレークで自己紹介

カードの意見を発表しながらパソコンに入力 ステップ１でまとめた内容の各班からの発表

ステップ２と同時並行でステップ１のまとめ ステップ２についても各班から発表

ステップ２は全員でまとめを行った 丸シールを使ってまとめた意見に順位付け
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：阪神北地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（阪神北地域）
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阪神北地域の参加者44名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく12

項目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位

付けを行った。 

上図をみると、順位付けがない段階では、「コミュニティ活動や市民同士のつながりが生まれ

た。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「ボランティア・ＮＰＯなどによる

市民力が高まった。」、「行政のできたこと、できなかったことの評価は様々であるが、市民活動支

援を活発にしてほしい。」、「震災の記憶が風化し、危機管理がうすれている。」を重要だと考えた

人が多くなっている。 

 

また、「心のケアが不十分である。」という項目の中には、「心のケア（特に子供、高齢者に対し

て）不足」、「地震に対する恐怖心がなくならない」など、心のケアはこの10年間では、まだまだ

不十分であるという声もあった。さらに、「経済の再建は難しい。」という項目には、「ハード面は

できましたが営業面では大変です。苦戦しています。」、「景気回復ができなかった」、「仕事の再建

はできなかった」など、心のケア同様に経済面でも苦労しているという意見が出された。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：阪神北地域のまとめ 
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将来に向けて（阪神北地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく10項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「被災地として、被災者としての体験を発信し、次世

代に継承していこう。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「地域のことは市

民が考え行動することから出発する。そのためには、日ごろからのコミュニケーションが大切だ。」、

「災害に強いまちづくりをしよう。」、「ボランティア活動の振興、サポート、連携、組織化が大切

だ。」を重要だと考えた人が多くなっている。 

 

また、「災害対応時に自分たちができることがある。」という項目の中には、「食の確保、各家庭

で一人30食のラーメンを確保する。」というような具体的な意見もあった。 
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